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新規採用職員です
こ
れか
らよ
ろしく

お願いします

令和7年

遠　藤　洋　輔 田　中　悠　斗 岩　本　ひなた
( )共 済 部 共 済 課 ( )猿島地区営農センター ( )猿 島 中 央 支 店

石　山　陽　一
( )三 和 支 店

第3回ＪＡ茨城むつみグラウンド・ゴルフ大会開催！！

レインボー体操する女性部員 挨拶する須釜部長

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

は
３
月
７
日
、
境
町

ふ
れ
あ
い
の
里
公
園

で
第
３
回
年
金
友
の

会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
当
会
員
２

０
５
名
が
参
加
し
、
16
ホ
ー
ル
×
２
コ
ー
ス

の
計
32
ホ
ー
ル
を
32
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
プ

レ
ー
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

茨
城
県
西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
の
看
護
師

に
よ
る
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加

者
の
血
圧
の
測
定
や
健
康
相
談
に
応
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
令
和

６
年
度
の
く
ら
し
の
活
動
で
行
わ
れ
た
写
真

を
掲
示
し
、
プ
レ
ー
終
了
後
に
は
当
Ｊ
Ａ
管

内
の
レ
タ
ス
、
バ
ラ
、
粉
末
猿
島
茶
入
り
焼

菓
子
が
配
ら
れ
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も

行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
楽
し
か
っ
た
の
で
来
年
も
参

加
し
た
い
」、「
他
の
地
区
の
会
員
と
仲
良
く

な
れ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

おめでとうございます！

大会入賞者
健康相談する参加者 表彰式の様子

プレゼント

プレーする参加者

優　
勝

　
石
綿　
　
昇
さ
ん
（
境
）

準
優
勝

　
半
村　
　
進
さ
ん
（
境
）

３　
位

　
菅
原　
武
雄
さ
ん
（
五
霞
）

優　
勝

　
永
野　
長
子
さ
ん
（
境
）

準
優
勝

　
富
張
富
貴
子
さ
ん
（
三
和
）

３　
位

　
渡
辺
由
紀
子
さ
ん
（
総
和
）

女
子
の
部

男
子
の
部

女
性
部
連
合
総
会
開
催

入賞者の皆さん

参加者全員にバラとレタスのプレゼント

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
女
性
部
連
合
は
３
月
１
日
、
境
町
の
Ｊ

Ａ
茨
城
む
つ
み
本
店
で
令
和
６
年
度
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

各
地
区
の
女
性
部
員
、
茨
城
県
中
央
会
、
同
Ｊ
Ａ
関
係
者
80

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、同
連
合
の
須
釜
房
子
部
長
は「
部
員
が
減

少
し
つ
つ
あ
る
が
、多
く
の
方
々
に
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て

頂
く
た
め
に
情
報
発
信
の
充
実
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
活
動
報

告
及
び
収
支
決
算
や
三

ヵ
年
計
画
の
策
定
、
役

員
改
選
の
４
つ
の
議
案

を
審
議
し
、
全
議
案
が

可
決
さ
れ
、
役
員
は
以

下
の
通
り
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
同
連
合
総
会

後
に
記
念
講
演
と
し
て

フ
タ
ム
ラ
式
血
液
循
環

体
操
研
修
所
の
二
村
治

菜
氏
を
講
師
に
迎
え「
レ

イ
ン
ボ
ー
体
操
」
を
行

い
ま
し
た
。
レ
イ
ン
ボ

ー
体
操
は
椅
子
に
座
り

な
が
ら
出
来
る
体
操
な

の
で
、
参
加
者
か
ら
は

「
座
り
な
が
ら
出
来
る
か

ら
家
で
も
出
来
そ
う
」

と
好
評
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
部
長
＝
須
釜
房
子（
五
霞
地
区
）　
▽
副
部
長
＝
鈴
木
洋
子

（
古
河
地
区
）、
上
田
明
美（
総
和
地
区
）　
▽
会
計
＝
生
井
真

理
子（
境
地
区
）　
▽
監
事
＝
清
水
正
子（
三
和
地
区
）、
張
替

幸
子（
猿
島
地
区
）

【お詫びと訂正】３月号２ページの輝く人の中で、お名前に誤りがありました。正しくは五霞地区「稲葉貴行さん」です。
　　　　　　　 大変申し訳ございませんでした。
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新規採用職員です
こ
れか
らよ
ろしく

お願いします

令和7年

遠　藤　洋　輔 田　中　悠　斗 岩　本　ひなた
( )共 済 部 共 済 課 ( )猿島地区営農センター ( )猿 島 中 央 支 店

石　山　陽　一
( )三 和 支 店

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
経
済
部
は
２
月
26
日
本
店
会

議
室
に
て
、年
間
目
標
を
早
期
に
達
成
し
た
５
名
の

経
済
渉
外
職
員
を
講
師
と
し
、日
常
の
活
動
に
お
け

る
心
が
け
や
、目
標
達
成
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
戦

略
等
を
発
表
す
る
事
例
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
経
済
渉
外
職
員
の
育
成
の
た
め
、
毎
年
行
っ
て

い
る
取
組
で
、
発
表
者
は
他
の
経
済
渉
外
職
員
か

ら
の
質
問
を
受
け
、
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
表
会
を
終
え
、
田
中
農
業
推
進
課
長
は
「
達

成
者
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
組
合
員
さ
ん
に
い

か
に
速
く
情
報
提
供
や
回
答
を
行
う
か
を
心
が
け

て
活
動
し
て
い
る
と
い
う
点
で
し
た
。ぜ
ひ
後
進
の

職
員
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
姿
勢
を
受
け
継
い
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
。ま
た
、昨
年
の
事
例
発
表
会
で

学
ん
だ
こ
と
が
、今
年
の
目
標
達
成
に
活
か
さ
れ
て

い
た
場
面
も
見
受
け
ら
れ
、
同
会
の
成
果
や
意
義

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
現
在
当
Ｊ
Ａ
で
は
12
名
の
経
済
渉
外
職
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
事
や
ご
要
望
等
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
済
渉
外
職
員
優
績
者
に
よ
る

事
例
発
表
会
開
催

3
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Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
管
内
の
部
会
で
総
会
開
催

■
古
河
地
区
野
菜
生
産
部
会

■
三
和
地
区
野
菜
生
産
部
会

■
古
河
市
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
研
究
会

　
古
河
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
２
月
10
日
、
古
河
支
店
で
令
和
６
年
度
総
会
を
開
き
ま
し

　
古
河
市
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
研
究
会
は
２
月
10
日
、
古
河
支
店
で
令
和
６
年
度
総
会
を
開

き
ま
し
た
。
生
産
者
、
坂
東
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
約
10
人
が
出

　
三
和
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
２
月
14
日
、
三
和
支
店
で
令
和
６
年
度
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
生
産
者
、
全
農
、
古
河
市
役
所
、
坂
東
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
関
係

者
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

た
。
生
産
者
、
古
河
市
役
所
、
全
農
、
坂
東
地
域
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
約
25
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
及
び
第
２
号
議
案
を
審
議

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
古
河
地
区
と
総
和
地

区
の
生
産
部
会
が
統
合
し
、「
総
和
古
河
地
区
野
菜
生
産

部
会
」
に
な
り
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
を
審
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
よ
り
、
新
役
員
は

以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
を
審
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
よ
り
、
新
役
員

は
以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

挨拶する粕谷部会長

挨拶する渡辺会長
　
会　
　
長　
渡
辺　
澄
夫

　
副
会
長　
秋
庭　
正
雄

　
会　
　
計　
粕
谷　
政
輝

　
監　
　
事　
北
嶋　
正
樹

　
監　
　
事　
針
谷　
敬
文

　
部
会
長　
中
村　
光
男

　
副
部
会
長　
中
村　
達
夫

　
副
部
会
長　
久
保　
大
介

■
境
地
区
野
菜
生
産
部
会

　
境
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
２
月
17
日
、
本
店
に
て

令
和
６
年
度
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
、
境
町

役
場
、
県
西
農
林
事
務
所
、
全
農
、
市
場
、
坂
東
地

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
丸
近
運
輸
㈱
、
Ｊ
Ａ

関
係
者
約
90
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
を
審

議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
よ

り
、
新
役
員
は
以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
部
会
長　
金
久
保
祐
一

　
副
部
会
長　
野
村　
浩
之

　
会　
　
計　
倉
持　
俊
彦

　
監　
　
査　
稲
垣　
光
一

　
監　
　
査　
中
村　
高
司

　
会　
　
計　
塚
原　
義
之

　
監　
　
事　
久
保　
　
勝

　
監　
　
事　
三
村　
利
幸

■
総
和
地
区
園
芸
部
会
総
会

　
総
和
地
区
園
芸
部
会
は
２
月
18
日
、
総
和
支
店
で

令
和
６
年
度
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
、
古
河

市
長
、古
河
市
役
所
、全
農
、坂
東
地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
を
審

議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
古
河
地
区
と
総

和
地
区
の
生
産
部
会
が
統
合
し
、「
総
和
古
河
地
区
野

菜
生
産
部
会
」
に
な
り
ま
す
。
役
員
改
選
に
よ
り
、

新
役
員
は
以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
部
会
長　
因
泥
周
一
郎

　
副
部
会
長　
小
池　
誠
一

　
副
部
会
長　
粕
谷　
政
輝

　
会　
　
計　
宇
都
木　
毅

　
監
査
役　
小
島　
洋
一

　
監
査
役　
鈴
木　
光
一

■
猿
島
地
区
野
菜
生
産
部
会

　
猿
島
地
区
野
菜
生
産
部
会
は
２
月
21
日
、
猿
島
営

農
セ
ン
タ
ー
で
令
和
６
年
度
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

生
産
者
、
坂
東
市
長
、
坂
東
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
、全
農
、Ｊ
Ａ
関
係
者
約
50
人
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
及
び
第
２
号
議
案
を
審

議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
よ

り
、
新
役
員
は
以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
部
会
長　
塚
原　
敏
夫

　
副
部
会
長　
鶴
巻　
　
満

　
副
部
会
長　
青
木　
謙
二

　
会　
　
計　
山
口　
友
和

　
監　
　
事　
和
田　
　
進

　
監　
　
事　
中
村　
恵
一

　
委　
　
員　
小
久
保
良
三

■
茶
生
産
部
会

　
茶
生
産
部
会
は
３
月
５
日
、
境
町
の
橘
家
で
令
和

６
年
度
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
、
Ｊ
Ａ
関
係

者
約
15
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
を
審

議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
よ

り
、
新
役
員
は
以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
部
会
長　
野
口　
公
輝

　
副
部
会
長　
野
村　
和
徳

　
副
部
会
長　
野
仲　
孝
明

　
会　
　
計　
野
村　
和
包

　
会　
　
計　
花
水　
理
夫

　
書　
　
記　
野
仲　
孝
明

　
監　
　
査　
飯
田　
耕
平

　
監　
　
査　
斉
藤　
正
和

挨拶する三村部会長

挨拶する 野部会長

挨拶する青木部会長挨拶する野口部会長

（
敬
称
略
）

挨拶する小島部会長
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「
ぬ
く
も
り
」
で
「
ひ
な
祭
り
」

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
は
２
月

25
日
、
安
定
し
た
食
料
供
給

を
通
じ
た
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
母
子
父
子
家

古
河
市
ミ
ニ
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ
「
さ
し
ま
の
息
吹
」
寄
贈

　
当
Ｊ
Ａ
の
谷
島
勇
常
務
理
事
は
「
古
河
市
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
ミ
ニ
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

の
依
頼
を
受
け
、
賛
同
し
寄
贈
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
３
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
春
は
名
の
み

の
寒
の
戻
り
の
な
か
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
ぬ
く
も
り
」
で
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
暖
か

い
施
設
の
中
で
「
ひ
な
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
女
の
子
の
成
長
と
健
康
を
願
う
桃
の
節
句

を
前
に
、
ぬ
く
も
り
の
ス
タ
ッ
フ
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
大
半
は
女
性
と
い
う
こ
と
で
こ
の
日

は
一
日
「
女
の
子
の
日
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。

　
ひ
な
人
形
を
飾
り
、
そ
の
前
で
実
物
の
大
き

さ
の
十
二
単
の
手
作
り
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
用
意
。

ハ
ニ
カ
ミ
な
が
ら
も
お
内
裏
様
・
お
雛
様
に
な

っ
て
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　
お
昼
は
桃
の
節
句
に
ち
な
ん
で
「
ち
ら
し
寿

司
」
と
「
桜
う
ど
ん
」
を
堪
能
。

　
午
後
は
お
や
つ
に
ヨ
モ
ギ
を
使
っ
た
草
餅
作

り
。
皆
さ
ん
思
い
思
い
の
大
き
さ
に
丸
め
た
草

餅
が
完
成
。
き
な
粉
を
ふ
り
か
け
み
ん
な
で
一

緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
手
作
り
は
す
ご
く
お

い
し
い
」「
久
し
ぶ
り
に
食
べ
た
」「
み
ん
な
と
食

庭
や
生
活
困
窮
者
等
の
方
々
を
支
援
し
よ
う
と

古
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
管
内
で
生
産
さ
れ

て
い
る
、
さ
し
ま
茶
を
使
用
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
水
「
さ
し
ま
の
息
吹
」
を
60
世
帯
分
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
物
価
高
騰
に
よ
り
、
母
子

父
子
世
帯
や
生
活
困
窮
者
等
に
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
を
通
し
て
食
糧
支
援
を
行
う
事
で
地
域
共

生
社
会
へ
の
実
現
に
向
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で

生
産
さ
れ
て
い

る
、
さ
し
ま
茶

を
使
用
し
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
飲

料
水
「
さ
し
ま

の
息
吹
」
を
知

っ
て
い
た
だ
け

る
機
会
に
な
れ

ば
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

べ
る
の
が
何
よ
り

お
い
し
い
」な
ど
、

皆
さ
ん
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
。
今
日

は
終
始
笑
顔
が
絶

え
な
い
日
と
な
り

ま
し
た
。
ひ
た
む

き
に
頑
張
っ
て
い

る
利
用
者
の
皆
様

の
こ
れ
か
ら
の
健

康
を
願
い
ま
す
。



二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

1

2
3
4
6
9
10
11
13
14
16

富山湾でとれるものが有名な春の味覚。青く光
ります
茶わんのセットや重箱を数えるときに使う言葉
手品、マジックともいいます
来週の火曜日ーにもう一度来てください
祝い事につきものの魚
麻雀であがる前にかけることも
これが終わると新学期。入学式もあります
インクを付けて押します
テニスの試合でーの応酬が続いた
鬼さんこちら、手の鳴るーへ
よく×（バツ）と対比されます

2
5
7
8
9
11
12

14
15
16
17

当
選
者

２月号の答え

タイヤにつないでシュコシュコ
柔道場に敷かれているもの
新しいクラスでー紹介　をした
ーは友を呼ぶ
茶道では表千家、裏千家など
真新しいーを着て入社式に臨んだ
漢字で書くと枸橘、枳殻。春に白い花を
咲かせます
海のパイナップルと呼ばれる海産物
肥料の三要素は窒素、ー酸、カリウム
パソコンの入力装置のひとつ
４月のこと。ー・フール

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
持
っ
た
記
事
は
、ど
れ

　
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

総
務
企
画
課
　
行

404060385

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
４
月
30
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　第372号の答えは、「リユウヒヨウ」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
●柿沼　光子 ●北島　裕之 ●永塚　和子
●知久　保子 ●鶴見久美子 ●大谷　勝正

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
リ ユ ウ ヒ ヨ ウ

メールでの
ご応募は

こちらから

⬇タテのカギ ➡ヨコのカギ

令
和
７
年
３
月
31
日

●
報
告
事
項

１
）
令
和
７
年
２
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
組
合
員
資
格
別
の
事
業
利
用
状
況
に
つ
い
て

４
）
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

５
）「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の
変
更
に
つ
い
て

６
）「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
体
制
構
築
に
か
か
る
指
針
」の
変
更

に
つ
い
て

７
）
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
融
資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

８
）
ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
融
資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

９
）
令
和
６
年
度
余
裕
金
運
用
実
績
、
評
価
損
益
お
よ
び
限
度
額
管

理
報
告
に
つ
い
て

10
）
令
和
６
年
度
内
部
監
査
の
品
質
に
関
す
る
内
部
評
価
報
告
書
に

つ
い
て

11
）
令
和
６
年
度
全
般
統
制
に
関
す
る
評
価
報
告
書
に
つ
い
て

12
）
令
和
６
年
度
下
期
監
事
監
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

13
）
令
和
６
年
度
下
期
監
事
監
査
顛
末
に
つ
い
て

14
）
令
和
６
年
度
監
査
報
告
書（
独
立
監
査
人・監
事
）に
つ
い
て

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
７
年
度
通
常
総
代
会
の
招
集
及
び
提
出
議
案・

書
面
議
決
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て（
案
）

第
２
号
議
案
　
令
和
６
年
度
の
決
算
関
係
書
類
及
び
部
門
別
損
益
計

算
書
の
承
認
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　
就
業
規
則
等
の
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
２
回
理
事
会
だ
よ
り

第
２
回
監
事
会
だ
よ
り

第
５
号
議
案
　「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
」の
一
部
変
更
に
つ

い
て（
案
）

第
６
号
議
案
　
会
計
監
査
人
の
報
酬
に
つ
い
て（
案
）

第
７
号
議
案
　「
信
用
事
業
規
程
」の
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
８
号
議
案
　「
信
用
事
業
各
種
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て
」の
一
部

変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
９
号
議
案
　
令
和
７
年
度
運
用
計
画
額
お
よ
び
余
裕
金
運
用
方
針

に
つ
い
て（
第
１
四
半
期・年
次
）（
案
）

令
和
７
年
３
月
28
日

●
報
告
事
項

１
）
令
和
６
年
度
内
部
監
査
の
品
質
に
関
す
る
内
部
評
価
報
告
書
に

つ
い
て

２
）
令
和
６
年
度
全
般
統
制
に
関
す
る
評
価
報
告
書
に
つ
い
て

●
付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
６
年
度
下
期
監
事
監
査
結
果
報
告
書
に
つ
い
て

（
案
）

第
２
号
議
案
　
令
和
６
年
度
下
期
監
事
監
査
顛
末
に
つ
い
て（
案
）

第
３
号
議
案
　
監
事
選
任
議
案
の
同
意
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案
　
会
計
監
査
人
の
報
酬
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て（
案
）

第
５
号
議
案
　
独
立
監
査
人
監
査
報
告
書
に
つ
い
て（
案
）

第
６
号
議
案
　
会
計
監
査
人
監
査
の
相
当
性
判
断
に
関
す
る
監
査
調

書
に
つ
い
て（
案
）

第
７
号
議
案
　
監
査
報
告
書
（
第
31
事
業
年
度
の
理
事
の
職
務
の
執

行
監
査
）
に
つ
い
て（
案
）

相続に関するご相談を受付専門家（税理士・司法書士等）との連携で組合員の皆様をご支援致します。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報No.19
【相続・贈与・事業承継等】お気軽にお問い合わせください。秘密厳守いたします。

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先お気軽にお問い合わせください。

今から考えてみませんか？

デジタル終活
家族にトラブルを
残さない為の
対策４選

独立行政法人
国民生活センター（2024年 11月）

対策１：スマホのパスワードを書いた紙を保管しておく。

対策２：契約中のサービスのＩＤ・パスワードを整理しておく。

対策３：エンディングノートを活用する。

対策４：自分が亡くなった後、スマホのアカウントにアクセスできる人を指名しておく。

簡単に見られない
ように修正テープ
でマスキング

故人アカウントに関するサービスをチェック

やめられない

      止まらない
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

【
材
料
】

チャーシュー
豚バラブロック（バラ）　500ｇ
もやし　　　　　　　　１袋
キャベツ　　　　　　　１/４
ニンニク　　　　　　　２片
塩こうじパウダー　　　小袋１

提供者
五霞支店職員

【
作
り
方
】

【
作
り
方
】

①豚バラを常温に戻し、保存袋にいれる。塩こうじパウダーをまんべんなくまぶして、揉みこみ、15分寝かせる。

②フライパンで全体に焼き目をつける。

③鍋に豚バラとタレを入れ、沸騰したら弱火で30分煮る。上下を返し、さらに30分煮る。

④もやしとキャベツを少ししんなりするくらいに茹でる。

⑤どんぶりに好きなだけご飯を盛り、山になるように野菜を盛る。

⑥チャーシューを好みの厚さに切り、盛り付ける。最後に刻みニンニクを添えれば完成！！ 

タレ
水　　　　　　　　200cc
醤油　　　　　　　100cc
みりん　　　　　　100cc
いの一番　　　　　小さじ１
ニンニクチューブ　１ｃｍ

マシマシ チャーシュー丼
マシマシ チャーシュー丼

6 ＪＡ茨城むつみ　４月号

【お知らせ】
　組合員　　各位

 JA 茨城むつみ

 配送センター（グリーンショップ）
４月・５月の休日営業日について

　標記の件につきまして、下記日程は営業を行いますの
で、是非ご利用ください。

記

　　　　

※５月６日以降は日曜日のみ営業、土曜日はお休み
とさせていただきます。

　６月以降は平日のみの営業とさせていただきます。

日　　付 (曜日)
令和７年 ４月 19日（土）

４月 20日（日）

４月 26日（土）

４月 27日（日）

４月 29日（火）【 昭 和 の 日 】

５月 ３日（土）【憲法記念日】

５月 ４日（日）【みどりの日】

５月 ５日（月）【こどもの日】

５月 ６日（火）【 振 替 休 日 】



相続に関するご相談を受付専門家（税理士・司法書士等）との連携で組合員の皆様をご支援致します。

ＪＡ茨城むつみ相続サポート情報No.19
【相続・贈与・事業承継等】お気軽にお問い合わせください。秘密厳守いたします。

ＪＡ茨城むつみ 総務企画部総務企画課 相談員  TEL 0280―87―1161
E-mail jamutsumi.kikakuka4@ja-ibaraki.jp

お問い合わせ先お気軽にお問い合わせください。

今から考えてみませんか？

デジタル終活
家族にトラブルを
残さない為の
対策４選

独立行政法人
国民生活センター（2024年 11月）

対策１：スマホのパスワードを書いた紙を保管しておく。

対策２：契約中のサービスのＩＤ・パスワードを整理しておく。

対策３：エンディングノートを活用する。

対策４：自分が亡くなった後、スマホのアカウントにアクセスできる人を指名しておく。

簡単に見られない
ように修正テープ
でマスキング

故人アカウントに関するサービスをチェック

やめられない

      止まらない
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖
むつみ
の

料理帖

【
材
料
】

チャーシュー
豚バラブロック（バラ）　500ｇ
もやし　　　　　　　　１袋
キャベツ　　　　　　　１/４
ニンニク　　　　　　　２片
塩こうじパウダー　　　小袋１

提供者
五霞支店職員

【
作
り
方
】

【
作
り
方
】

①豚バラを常温に戻し、保存袋にいれる。塩こうじパウダーをまんべんなくまぶして、揉みこみ、15分寝かせる。

②フライパンで全体に焼き目をつける。

③鍋に豚バラとタレを入れ、沸騰したら弱火で30分煮る。上下を返し、さらに30分煮る。

④もやしとキャベツを少ししんなりするくらいに茹でる。

⑤どんぶりに好きなだけご飯を盛り、山になるように野菜を盛る。

⑥チャーシューを好みの厚さに切り、盛り付ける。最後に刻みニンニクを添えれば完成！！ 

タレ
水　　　　　　　　200cc
醤油　　　　　　　100cc
みりん　　　　　　100cc
いの一番　　　　　小さじ１
ニンニクチューブ　１ｃｍ

マシマシ チャーシュー丼
マシマシ チャーシュー丼

7

お 知 ら せ
五霞配送センター
令和７年４月１日（火）から営業開始致します。

住　　所　茨城県猿島郡五霞町大字新幸谷453
電話番号　0280−84−2581
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JA茨城むつみ企画  人気の道東ダイナミック絶景北海道！ 

3日間

●行　程　表
行　　　　　　　　　程日次 食事

2

1

昼
朝

夕
昼

昼
朝

夕

5：00 7：40 9：20

15：30

16：00

14：10/15：10 17：05 19：30

※この行程表は2025年３月17日現在の予定であり、天候・交通事情またはその他の理由により、変更になることもございますので、
　予めご了承ください。

JA茨城むつみ本店　　　　羽田空港　　　　釧路空港　　　　釧路湿原展望台

釧路市内　　　　阿寒国際ツルセンター《グルス》　　　　阿寒湖温泉

9：00

見　　学

見　　学

見　　学

見　　学

昼　　食 見　　学

昼　　食

9：00

自由散策 休　　憩 昼　　食

ホテル  　　阿寒湖遊覧船（マリモ展示観察センター）　　  神秘の湖 摩周湖カムイテラス

　　  弟子屈町内 　〈天に続く道〉　 オシンコシンの滝  　　ウトロ温泉

3
ホテル　　　 世界遺産  知床一湖　　　 道の駅「うとろシリエトク」　　　 網走市内

　　　 女満別空港　　　 羽田空港　　　 JA茨城むつみ本店

●募 集 人 員：20名様（最少催行人員14名様）
●食 事 条 件：朝２回、昼３回、夕２回
●添　乗　員：全行程同行いたします
●申　込　金：30,000円（旅行代金に充当いたします）
●宿泊ホテル：
　１泊目  阿寒湖温泉 ニュー阿寒ホテル
　２泊目  知床ウトロ温泉 知床第一ホテル 
●申込締切日：2025年5月16日㈮
●利用航空会社：AIRDO・JAL
●利用バス会社：根室交通

148,000円148,000円出 発 日 旅行代金 大人お1人様
（2～4名1室利用）

阿寒湖温泉・知床ウトロ温泉　2つの名湯♨温泉でお寛ぎ！
 釧路湿原・阿寒湖・摩周湖・知床
  さわやかひがし北海道

2025年6月22日㈰

阿寒湖温泉　ホテルニュー阿寒1泊目

知床ウトロ温泉　知床第一ホテル2泊目

オシンコシンの滝

釧路湿原

摩周湖カムイテラス

国内旅行条件書（要旨）　　　 詳しい旅行条件を説明した書面をお渡しいたしますので、事前にご確認の上、お申込みください。
1． 募集型企画旅行契約
（1）この旅行は、JA茨城むつみ旅行センター（茨城県猿島郡境町長井戸23 茨城県知事登録第２種旅行業第
　　498号、以下「当社」といいます。）が企画する旅行であり、この旅行に参加されるお客様は当社と募集型
　　企画旅行契約（以下「旅行契約」といいます。）を締結することになります。
（2）契約の内容・条件は、コースごとに記載されている条件のほか、別途お渡しする旅行条件書（全文）、出発
　　前にお渡しする最終旅行日程表および当社旅行業約款（募集型企画契約の部）によります。 
2．お申込み・契約成立の時期
　当社所定の申込書に下記の申込金を添えてお申込みください。申込金は「旅行代金」「取消料」「違約料」の
　それぞれ一部または全部として取り扱います。電話、郵便、ファクシミリ等の通信手段にてお申込みの場合、
　当社が予約を承諾した日の翌日から起算して３日以内にお申込書の提出とお申込金のお支払いをしてい
　ただきます。旅行契約は、当社が予約の承諾をし、申込金を受領したときに成立いたします。 
3．お申込金（お一人様） 

4．旅行代金のお支払い
　旅行代金は旅行出発日の前日から起算してさかのぼって14日目にあたる日より前（お申込が間際の場合
　は当社が指定する期日までに）にお支払いいただきます。 より安心してご旅行いただくためにも、ご旅行中の病気や事故・盗難などに備えて、国内旅行総合

保険に加入されることをおすすめします。国内旅行総合保険については、当社あるいは販売店の係
員にお問い合わせ下さい。 

１万円未満旅行代金

お申込金 2,000円以上
旅行代金まで

３万円未満
6,000円以上
旅行代金まで

６万円未満
12,000円以上
旅行代金まで

10万円未満
20,000円以上
旅行代金まで

15万円未満
30,000円以上
旅行代金まで

15万円以上
旅行代金の
20％まで

旅行開始日の
前日から

5．旅行代金に含まれるもの
　旅行日程に明示した運送機関の運賃・料金（注釈のないかぎり普通席）（この運賃・料金には、運送機関の課
　す付加運賃・料金〈原価の水準の異常な変動に対応するため、一定の期間および一定の条件下に限りあら
　ゆる旅行者に一律に課されるものに限ります。以下同様とします。〉を含みません。）、宿泊費、食事代、消費
　税等の諸税および特に明示したその他の費用（宿泊税の対象となる場合の宿泊税を含む）、添乗員同行コー
　スの同行費用等、上記費用はお客様のご都合により、一部利用されなくても払い戻しはいたしません。 
6．旅行代金に含まれないもの（一部例示）
　上記のほかは旅行代金に含まれません。その一部を例示します。 
　旅行中の個人的性質の諸費用（お客様ご自身の電話料その他通信料、ホテルでの小物代、追加飲食料、運送
　機関の定める有料手荷物料、心付等）、運送機関の課す付加運賃・料金、オプショナルプラン（別途料金）の
　代金等、ご自宅から集合・解散地点までの交通費・宿泊費、日本国内の空港施設使用料等。（ただし空港施
　設料を含んでいることを明示したコースを除きます。） 
7．取消料
　契約成立後、お客様のご都合により契約を解除される場合、または旅行代金が所定の期日までにお支払い
　がなく当社が契約を解除した場合、旅行代金に対してお一人様につき次の料率で取消料または同額の違
　約料をいただきます。なお、複数人数のご参加で、一部のお客様が契約を解除される場合は、契約を解除さ
　れたお客様から右記の取消料をいただくほか、ご参加の客様から運送・宿泊機関等の（１台・１室あたり
　の）ご利用人数の変更に対する差額代金を申し受ける場合があります。
　※出発日・コース等の変更も右記取消料の対象となります。
　※オプショナルプランおよび宿泊費等各種追加料金も右記料率による取消料が利用日を基準として別途
　　適用されます。ただし、旅行開始後の取消料は 100％となります。 

8．旅行条件の基準
　本旅行条件は令和７年３月17日を基準日として作成しております。 
9．個人情報の取扱について
　当社の個人情報の取扱の詳細については、当社ホームページ（http://www.ntour.co.jp/)をご参照ください。
10．その他
　（1）旅行代金はお一人様分を表示しています。 
　（2）当社はいかなる場合も旅行の再実施はいたしません。 

１）21日前までに解除の場合（日帰り旅行にあっては11日目）
２）20～８日前までの解除（日帰り旅行にあっては10日目）に解除の場合（３～６を除く）
３）７～２日前に解除の場合（４～６を除く）
４）旅行開始日前日に解除の場合
５）旅行開始日当日の解除の場合（６を除く）
６）旅行開始後の解除または無連絡不参加の場合

無　料
旅行代金の20％
旅行代金の30％
旅行代金の40％
旅行代金の50％
旅行代金の100％

区　　　　　　　　　　分 取消料（お一人様）

～国内旅行総合保険加入のおすすめ～

後　　援
境 支 店 　（0280）87－3604

（税込）

天空ガーデンスパ

ホテル全景
写真は全てイメージです。

阿寒湖畔に建つリゾートホテル。開放的な大自然で特別なお時間をお過ごしください。
湖面との一体感を味わえる天空ガーデンスパからの眺めは圧巻！

世界自然遺産「知床」でオホーツク海を眺めながら温泉に浸かる贅沢
美人の湯と呼ばれるウトロ温泉でごゆっくりお寛ぎください。


